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令和８年筑紫野市議会 

第２回地域公共交通に関する特別委員会 

 

○日     時 

  令和８年５月25日（月）午前９時57分 

○場     所 

  第１委員会室 

○出 席 委 員（10名） 

  委 員 長  八  一 男       副 委 員 長   吉 村 陽 一 

  委    員  上 村 和 男       委    員  赤 司 泰 一 

  委    員  西 村 和 子       委    員  山 本 加奈子 

  委    員  城   健 二       委    員  古 賀 新 悟 

  委    員  楢 木 孝 一       委    員  佐々木 忠 孝 

○欠 席 委 員（０名） 

○傍 聴 議 員（２名） 

  議    員  辻󠄀 本 美惠子       議    員  段 下 季一郎 

○出 席 説 明 員（４名） 

  企画政策部長  宗 貞 繁 昭       企画政策課長  中 尾 泰 明 

  企画政策担当係長  鶴 澤   宏       企画政策担当主任  村 上 浩 一 

○出席事務局職員（３名） 

  局    長  杉 村 真 子       課    長  髙 木 美智子 

  主    査  森     敬 
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開会 午前９時57分 

──────・──────・────── 

○委員長（八一男君） 皆様、おはようございます。定刻より少し早いですが、これより

会議を開きます。 

 会議に先立ち、委員席の指定の協議を行います。 

 現在御着席されている席は期別年齢順となっておりますが、もしよろしければ現在御着

席の席を委員席として指定したいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○委員長（八一男君） 御異議なしとのことですので、委員席については現在御着席のと

おり指定いたします。 

 続きまして、傍聴の件を御報告いたします。 

 本常任委員会に２名の議員が傍聴に出席してありますので報告しておきます。 

 会議に入ります前に念のため申し上げますが、会議中、発言のある方は挙手していただき、

委員長から指名を受けた後に発言していただきますようお願いします。 

 それでは、お手元に配付しております日程に従い、本日の会議を進めます。 

 なお、委員会終了後に協議会を開催いたしますので、よろしくお願いいたします。 

 それでは議題に入ります。 

 宗貞部長がお見えですので、御挨拶の後に出席職員の紹介をいただき、「公共交通施策の

経過と今後の検討スケジュール」について執行部から説明願います。 

 宗貞部長。 

○企画政策部長（宗貞繁昭君） 企画政策部の宗貞でございます。お疲れさまです。 

 出席職員の紹介をさせていただきます。 

 企画政策部企画政策課課長の中尾でございます。 

○企画政策課長（中尾泰明君） 中尾でございます。どうぞよろしくお願いします。 

○企画政策部長（宗貞繁昭君） 企画政策課企画政策担当係長の鶴澤でございます。 

○企画政策担当係長（鶴澤 宏君） 鶴澤です。よろしくお願いします。 

○企画政策部長（宗貞繁昭君） 企画政策課企画政策担当の村上でございます。 

○企画政策担当主任（村上浩一君） 村上です。よろしくお願いします。 

○企画政策部長（宗貞繁昭君） よろしくお願いします。 

○委員長（八一男君） それでは執行部から説明をお願いします。 
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 中尾課長。 

○企画政策課長（中尾泰明君） それでは説明をさせていただきます。 

 昨年度でございますが、12月の協議会、そして３月の予算審査委員会で、令和８年度の公

共交通に係る取組、具体的には西鉄南ヶ丘線沿線地域へのデマンド交通の導入、そしてコ

ミュニティバスの両回り化による充実等についての御説明を申し上げたところでございま

す。本日は、令和８年度の具体的な取組スケジュールについて御説明をさせていただきたい

と考えております。 

 まず初めに、スケジュールに先立ちまして、公共交通計画策定後の公共交通施策の経過に

ついて御報告をさせていただきます。 

 資料の上段でございます。初めに令和６年３月に、筑紫野市地域公共交通計画を策定した

ところでございます。計画期間につきましては、令和６年度から10年度までの５年間の計画

でございます。 

 この計画策定の直後ですが、次に令和６年３月末でございます。この３月末に西鉄バス路

線の廃止・一部区間廃止の申出が西鉄からなされている状況でございます。対象となりまし

たのが、右側備考欄に記載をしておりますが、まず二日市線──山口から平等寺までの区間

でございます。そして筑紫野線──筑紫・筑紫南地域を運行している路線でございます。次

に上西山線──山家地域を運行している路線でございます。そして南ヶ丘線──西鉄二日

市駅から下大利駅までを結ぶ路線、この４路線が廃止・一部区間廃止申出の対象になった路

線でございます。 

 ここからはエリア別に取組の経過を御説明させていただきたいと考えております。 

 まず、次の表の左側でございますが、山口エリアでございます。山口エリアにつきまして

は、令和６年３月末に西鉄から二日市線廃止の申出が出された後、対策の検討に着手をいた

しまして、最終的には令和７年３月末にこの二日市線が路線廃止となることになりますが、

これに間に合わせることができるように、令和７年１月から山口地域におけるデマンド交

通の運行を開始しています。 

 次に、表の中ほどにございます山家エリア、そして筑紫・筑紫南エリアです。この山家エ

リア、筑紫・筑紫南エリアにつきましても、令和６年３月末に、上西山線、そして筑紫野線

の廃止の申出が出されたところでございます。この山家、筑紫・筑紫南エリアにつきまして

は、山口地域でのデマンド交通の導入後、対策の検討に着手をいたしまして、令和８年３月

の上西山線、筑紫野線の路線廃止に間に合わせることができるよう、令和８年１月から山家
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地域、筑紫・筑紫南地域でデマンド交通の運行を開始しています。 

 次に、表の右側、二日市エリアでございます。二日市エリアにつきましては、令和６年３

月末、南ヶ丘線の廃止申出が出されている状況でございます。この南ヶ丘線につきましては、

令和７年４月から南ヶ丘線一部区間が廃止されるとともに、便数も減便というダイヤ改正

が行われている状況でございます。また、令和７年10月でございますけれども、西鉄バスの

湯町循環線についても便数の減便というダイヤ改正が今行われている状況でございます。 

 このようなことを申し上げますと上村委員からお叱りを受けるかもしれませんけれども、

表の左側、山口エリアの令和８年３月の欄を御覧いただきたいと思いますが、山口・むさ

しヶ丘地域でもバスの減便等が行われている状況でございます。ただ、山口・むさしヶ丘地

域につきましてはデマンド交通が運行されておりますので、予約というお手間はおかけす

ることになりますが、移動手段そのものは確保できている状況でございます。 

 一方、二日市エリア、南ヶ丘線沿線地域におきましては、減便後の対策がいまだ講じられ

ていない状況にありますので、早急な対策の検討が必要であると執行部としては考えてい

るところでございます。 

 次に、資料の２ページ目を御覧いただけますでしょうか。こちらは本市の公共交通体系、

市が運行する主なバス路線の状況などをまとめた図でございます。 

 まず、この図の右上、御笠地域でございます。御笠地域におきましては、平成31年１月か

ら御笠自治会バスの運行が開始されている状況でございます。 

 次に、図の左下の山口地域でございます。山口地域につきましては、先ほど申し上げまし

たように、令和７年１月からＡＩデマンド交通の運行が開始されている状況でございます。 

 次に、図の右下、山家、筑紫・筑紫南地域でございます。この３地域につきましても、令

和８年１月からＡＩデマンド交通を運行するなど、先ほどから御説明申し上げております

とおり、順次対策を講じてきたところでございます。 

 そして、令和８年度でございますが、資料の左上に時刻表を参考資料として掲載しており

ますが、減便により日中の移動に支障が生じている南ヶ丘線沿線地域における対策を検討

してまいりたいと考えています。この南ヶ丘線につきましては、資料を御覧いただければ御

確認いただけるかと思いますが、朝の９時台から14時台まで、６時間にわたって、平日、土

曜、日曜・祝日ともバスが運行していない時間があるということで、お住まいの皆さんは大

変苦労されているのではないかと考えておりますので、早急な対策が必要だと考えている

ところでございます。 
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 続きまして、資料の３枚目を御覧いただけますでしょうか。令和８年度の公共交通施策検

討スケジュールをまとめた資料となっております。 

 まず、５月の欄でございますが、本日、議会に、令和８年度の取組、スケジュールを説明

させていただいた後、６月には地域公共交通会議に令和８年度の取組内容を報告し、合意形

成を図ってまいりたいと考えております。内容といたしましては、12月議会の際にお示しい

たしましたデマンド交通のエリアの拡充、そしてコミュニティバスの両回り化による充実、

こういったものが必要ではないかというところを提案させていただきたいと考えています。 

 その後でございますが、地域コミュニティの皆さんとのミーティングポイント設置に向

けた協議、そして交通事業者と運行エリア、具体的には路線バスとの競合関係の整理のため

の協議、そして運行事業者と運行時間や人員確保に向けた協議を進めるとともに、これらと

並行いたしまして、警察・公安委員会と協議をし、ミーティングポイントの設置箇所などを

固めてまいりたいと考えております。 

 その後、令和８年９月を目標として、ＡＩデマンド交通の運行計画案、そして翌10月まで

に運賃案を検討した上で、九州運輸局への許認可申請を行ってまいりたいと考えています。

この許認可申請につきましては、60日──約２か月で審査を終えるものと見込んでおりま

すので、審査が得られた12月上旬から中旬にＡＩデマンド交通の利用者説明会を開催し、令

和９年１月から運行開始、ＡＩデマンド交通とコミュニティバスの両回り化を実現してま

いりたいと考えているところでございます。 

 また、先ほど、12月の半ばまでには許認可が得られる見込みと御説明を申し上げましたが、

この許認可が得られますと、南ヶ丘線沿線地域の対策の方向性が定まることとなりますの

で、許認可後につきましては、赤い矢印でまとめておりますが、令和９年度以降の検討課題

の整理・対策の検討などについても着手し、進めてまいりたいと考えております。 

 具体的には、検討すべき課題はもろもろあろうかと思いますが、執行部として認識をして

おりますのは、まず、ＡＩデマンド交通を現在運行しています山家地域、筑紫・筑紫南地域

では、朝夕の通勤通学需要に応えるために定時運行便というものを朝と夕方に走らせてお

ります。ただ、どうしても車両が普通自動車で運行しておりますので、現在は通勤通学のた

めに御利用いただく際も予約をして御乗車いただいているということで、一手間おかけし

ている状況です。この定時運行便について今後、予約を継続するのか、もしくは予約なしで

乗れるようにするのか、そういう対策などを検討してまいりたいと考えているところでご

ざいます。 
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 また、２点目につきましては、議会からも御意見いただいておりますが、運転免許返納者

へのさらなる支援策、こういったものが必要ではないかという御意見などもいただいてい

ますので、どういった手段が取り得るのかというところも含めて、検討する必要があるもの

と考えております。 

 また、３点目に記載をしておりますが、ＡＩデマンド交通の運行エリア、そしてミーティ

ングポイントの妥当性の検証でございます。今回、南ヶ丘線沿線地域にデマンドを拡充した

場合、市の北部から南部まで、市のかなり広い範囲でデマンド交通が運行するということに

なりますので、そのエリア、そして現在配置をしておりますミーティングポイントの場所が

妥当なのかどうなのか、そういったところを導入後も引き続き検討して、利便性の向上に努

めてまいりたいというものでございます。 

 このような形で、令和８年度、公共交通施策を進めてまいりたいと考えているところです。 

 以上でございます。 

○委員長（八一男君） ありがとうございました。ただいま執行部から説明を受けました

が、質疑のある方はありませんか。 

 西村委員。 

○委員（西村和子君） 今御説明があったように、筑紫・筑紫南、山家のほうは１月からデ

マンドバスが運行しているんですけれど、時間帯をもっと上げて下げてほしいっていうよ

うな意見があって、そういうことについても検討していただきたいんですけど、そういう予

定はいかがでしょうか。 

○委員長（八一男君） 課長。 

○企画政策課長（中尾泰明君） 先ほど御説明申し上げましたとおり、令和９年度以降の検

討課題のところに、運行エリアやミーティングポイントの妥当性について検討するという

ことを例示しておりますけれども、これにとどまらず全般的にデマンド交通をよりよくす

るためにはどういう手段が取り得るのかを検討したいと考えております。 

 今いただいた御意見も検討課題の一つであろうというふうに執行部としては認識をして

おります。ただ、どうしても運行時間を長くするためには、運転手の確保というものがどう

してもセットになってまいりますので、実現できるかどうかというところは、もろもろ研究、

調整が必要だと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（八一男君） 山本委員。 
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○委員（山本加奈子君） 御説明ありがとうございます。今、３ページのスケジュールのと

ころで、６月ぐらいから地域コミュニティの協議に入りますっていうようなスケジュール

になってるんですけど、今、天拝地域の人とお話をしていると、ミーティングポイントをど

こにするかというのは結構高齢者の人の声を聞かなきゃいけないと思うんですけど、なか

なか広いので、自治会長もよく知らない方もやっぱりいらっしゃって、その情報というのは

やっぱり。ここに参加するのはどういう方たちなのか。例えば高齢者の方とかも行けるのか

どうか。あとになって、山口のほうとか、もう少しここにしてほしかったとか、今もどんど

んやっぱり言われるんですけど、そんな１回決まったら簡単には変わらないじゃないです

か。だから、その辺をまず丁寧に高齢者のいろんな方の意見を聞いてミーティングポイント

もしていただけたらと思うんですが。 

 その対象者の件が１点と、今、12月ぐらいから令和９年度以降の検討課題でミーティング

ポイントの見直しとかありますが、今現在ののるーとで、結構山口地域の方から言われるん

ですけど、予約をしたくて、例えば２日前に予約をしても、もうその予約の時間が取れない

とよく言われるんですよ。１週間前から取らないと駄目なんですかね。何か結構それを言わ

れます。もう予約に合わないとかですね。どれぐらいにしとけば、行き帰りの時間が、自分

の予定というか、例えば病院の時間とかそういうのに合うのかとよく言われるし、聞かれる

んですよ。だから、今度地域公共交通があるから聞いてきますねと言って今回答してる状況

なんですけど。 

 ２点お尋ねしたいと思います。 

○委員長（八一男君） 中尾課長。 

○企画政策課長（中尾泰明君） まず、ミーティングポイントを設置するに当たっての地域

の皆さんとの協議でございますけれども、基本的にはコミュニティの役員さん、そして自治

会長さんを中心にもろもろ検討してまいりたいと考えております。 

 ただ、山本委員がおっしゃる、地域の皆さんの御意見、生活の実態に即したような形で

ミーティングポイントを置くべきではないかというところはごもっともかと思いますので、

より多くの皆さんの意見を吸い上げられる方法などを、コミュニティの皆さん、そして自治

会の皆さんと今後協議をしてまいりたいと考えております。 

 ただ一方で、この点だけは御理解をいただきたいと考えておりますのが、どうしてもミー

ティングポイントはバス停と同じ類いのものになりますので、どうしても交差点からは何

メートル離さないといけない、民家の玄関、民家の駐車場・車庫の出入口から何メートル離
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さないといけないという基準がございますので、いわゆる団地内には非常に置きづらいと

いう事情が。昨年から美しが丘等でも試行錯誤しているんですけれども、団地内には非常に

置きにくいという事情があるところは御理解いただければと考えております。 

 そして２点目ですけれども、現在運行しているデマンド交通の予約が取りづらいという

御意見でございます。こちらのデマンド交通は、またどこかのタイミングで実績等をお示し

したいと考えておりますけれども、１日を通して見ますと、もう全く予約ができない時間帯

というのはそれほど出ていない状況でございます。ただどうしても午前中の特定の時間で

あったり午後の特定の時間、特に運転手の休憩といいますか、運転手のシフトの交代の時間

等で予約が取りづらい時間帯というのが今出ているのが実情でございますので、その辺り

ですね、この時間帯は予約が取りづらいんだというようなことを市民の皆さんにお示しす

るような広報の方法などを検討させていただきたいとは考えております。 

 現状で申し上げると、朝の10時半前後がどうしても運転手のシフトの関係等で、予約が少

し取りづらい傾向があるという状況でございますので、どうしてもその日にこなしてしま

わないといけない用務があるということであれば、その時間を避けていただくと比較的ス

ムーズに予約ができるのではないかと考えているところです。 

 以上でございます。 

○委員長（八一男君） 上村委員。 

○委員（上村和男君） 説明の冒頭、お叱りをいただくと。予告編があったから何を想定し

ているのかなという執行部の話を後で聞きたいんですが。 

 のるーとが実施されたこともあってなのかどうか分かりませんが、むさしヶ丘を通るバ

スの減便が、住民にしてみるといきなり、バス停の時刻表のところにぺたっと貼り出された

んです。子どもの見守りで学校まで歩いてるときに、何か貼ってあるなと見たら、それだっ

たんです。皆さんも突然だったということね。だから、のるーと、あるいはそういう交通手

段が走ってるからいいでしょうというふうに。それはもうそういう話になっていたのか。そ

したら何でそうなるっていうのを知らせなかったのか。それは市民の側がすると、あんまり

したことよねっていうふうに。私が怒ってるんじゃないですよ。 

 私は、地域の中では怒られる側です。市会議員というのは市役所の人と思ってますからね。

送っていく子どもたちは、おじさんは市役所の偉い人だそうですねって言う。市会議員と執

行部との違いは分かりません。おじさんは市役所の人だけんちゃんとせなんめえもんって、

子どもたちは思ってます。高齢者の人たち、住民の人たちは、市会議員と課長さんの違いは
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分かってるようですけど。だからちゃんとしてくださいよというね、議会ではどうするつも

りですかという議論になっています。 

 ですから、何が言いたいかっていうのは、さっきの説明だと、のるーとができたからいい

でしょうがという話にはなりませんよと。住民の人たちから少し要望が出たりして、市役所

にその要望書が届いていると思います。それは筑紫野市長名で県に上げられたというとこ

ろまで報告は聞いています。それからどうなったかは聞いていません。今日は特別委員会で

すから、そういう住民要求がどのように取り扱われてきてるのか。そういうシステムがない

とすれば、あるいは、それに基づいて是正が行われるようなことがないとすれば、この特別

委員会にそういうことをきちっと、住民要望を取り上げて事業の検討に加えていくという

ことを、役割として果たせるようにしないといけないなと思ってるものですから。 

 これからのことは決して言いっ放し、聞きっ放しというようなことに委員会でしたらな

りません。協議会だったら一緒に勉強しましょうと一緒に勉強して、どういうことが、どう

いう事例で、どういう先進事例を勉強したら、こういうふうに解決してるねということを勉

強し合って、次の事業展開に反映することができると私は思いますので、そういう委員会に

なればいいなと思っていますが、何せ冒頭から何か文句あるなら言ってみろと。ああ、そう

は言わなかった、そうは言わなかった。きっとお叱りを受けるであろうというのは大体想定

はできていましたがどういうふうに思っているのかですね。何か聞かせていただくとあり

がたいなと思います。 

○委員長（八一男君） 中尾課長。 

○企画政策課長（中尾泰明君） まず、上村委員の御意見についてでございますけれども、

のるーとが運行したからバスが減便になったのかという点でございます。こちらについて

は、これ率直に申し上げますけれども、決してそのような状況ではないというところでござ

います。 

 例として資料２枚目の図の左上に掲載をしております西鉄バス南ヶ丘線の時刻表を御覧

いただければと考えておりますが、この南ヶ丘線については、市としてデマンド交通等まだ

運行していない地域でございますけれども、現状西鉄は、やはり運転手不足等を理由として

このような減便を、デマンドのあるなしにかかわらず、もう人がいないなら便数を減らすん

だというところで減便施策を行っているという状況でございます。 

 一方で、この南ヶ丘線沿線地域でございますけれども、南ヶ丘線以外に代替となるような

交通手段、交通施策が今のところ何も講じられていないという状況でございますので、何ら
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かのこの６時間を埋めるための施策が必要ではないかと執行部として考えているところで

ございます。 

 また、２点目でございますが、上村委員から今回、山口・むさしヶ丘地域のバスの減便に

関して何ら事前の連絡がなかったという点についてでございます。こちらについては、市に

対しましても、先ほど御説明をいたしました山家地域の上西山線であったり筑紫野線、そし

て南ヶ丘線等については事前に、減便をするかもしれないという路線の廃止・一部区間の廃

止の申出というものがなされておりましたけれども、この山口・むさしヶ丘地域の路線の減

便に関してはこのような事前の申出というものが全然なかったという状況でございます。

そのため、この申出がなかった件については、まずこの状況を県と共有いたしまして、県か

ら交通事業者のほうに指導を行っていただいています。 

 そして３点目、地域の皆さんからいただきました要望でございますけれども、こちらは市

としても妥当な内容だと考えておりますので、市長名で西鉄に対して改善に向けた検討に

着手するよう要望を市としても出している状況でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（八一男君） 上村委員。 

○委員（上村和男君） だとすると、これから住民の中で少し、どうしようかという要望を

まとめたりすれば、市を通じて。 

 具体的に言いますよ。午前中に、さっきどこかの実情で話してましたが、10時が混み合う

と。なぜかというと病院に行くからですよ、高齢者は。だから予約が取りにくいんですよ。

むさしヶ丘でもそうなんです。何時間待っても来ません、予約が取れませんと。15人しか１

日に乗らないのに、むさしヶ丘は病院に通ってる高齢者は15人どころじゃないですよ。分か

りますね。いっぱいいます。そうすると、それがみんな予約するっていったら予約は取れな

い、そういう実情の中にあるわけです。 

 そういう要望、今後こういうふうにしてほしいなというものがあれば、地元の要望だと市

が話を聞いて、相談に応じながら、よりよい方法を見いだしていこうというふうになればよ

し。ならないとすれば、この委員会でそういう議論を、実情を踏まえた上で少しやって、執

行部に要望をまとめ上げるというようなことが当面のこととして出てくるのかなと思って

ます。 

 ただ、長期にわたる筑紫野市の公共交通の在り方を議論し、それを進めていく執行部とし

ては、そういうことを宿題として思いながら、対応しながら、そういうのを宿題にして次の
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計画のところに、あるいは実施をしていくところにどう生かしていくかというふうな議論

に進めながら、うまいこと対応ができるように委員会の中で御議論いただきたいと言って

いただくとやりやすくなるんですが。 

 結論から言います。あなた方は、公共交通が路線を廃止するという、だんだんだんだんそ

れに追いついていけていない実情の中にあるということだけは承知している。間に合って

ないんですよ、これは。南ヶ丘、あっちの天拝坂のほうはもう進んでるから、早くやらなきゃ

いけない。そのとおりなんですけど、間に合わなかったということですよ、この計画は。私

はそういうことをいろいろやろうとすれば、国、県の指導の下でやるから難しい面もあると

思うんです。そういうことを考えながら私たちも議論しなきゃいけないので難しいんです

けども、やっぱり間に合わない実情があるので急いでやりましょうとか、何て言うかな、共

同正犯になりたくないのでね。議会も、あなたたちがちゃんと議論しなかったからでしょ

うって言われそうなので、言うことだけは言って、やれなかったのは執行部ですよというふ

うにしとかないと、あるいは状況が状況で、急速にそういう状況が進みましたという状況説

明はどこかでしておかないと。西鉄が少し強気でしょうが。だから、それくらい言われてる

んですよぐらい言わないと、ここは、なるほど難しいねっていう共通認識が取りにくいので、

そういうのを。ここから先は録音を止めてくださいって言っても構いませんから。委員長、

ね。実情を話しておいたほうがよさそうなときはそういうふうにしていただいて、共通認識

をつくりながら議論を進めるように計らっていただきたい。 

 幾つか言ったような問題についてどう考えるかは執行部から答えていただいて、それか

ら先は、私の意見を言いましたので、それでやっていただければ今日は終わるかなと思って

るんですけど、どうでしょうかね。 

○委員長（八一男君） 課長。 

○企画政策課長（中尾泰明君） 現在運行しておりますデマンド、そしてコミュニティバス

等に対する地域の皆さんの御意見というものは、私どもとしても非常に重要だと考えてお

ります。特に、今回計画をしておりますコミュニティバスの両回り化などについては、市民

の皆さんからも以前から御意見いただいてたものですので、何とか具現化に向けた取組を

進めてまいりたいと考えているところでございます。 

 また、デマンド交通についても市民の皆さんからたくさんの御意見を頂戴しております。

その中には、何らかの工夫をすれば着手できるだろうというもの、改善できるだろうという

ものもあれば、なかなか法規制、法令上の制約があって難しいというものも正直含まれてい
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る状況でございますが、実現可能なものについては、この特別委員会にお諮りしながら、ど

んどん改善をしてまいりたいと考えているところでございます。 

 また、上村委員がおっしゃっていました、なかなか難しい課題について委員会で議論をし

て提言をいただくという点でございますけれども、そういった提言について、こちらについ

ても実現できるかどうかというところはありますけれども、前に進んでいくような御提言

であればしっかりと承りたいと考えております。 

 また最後に、なかなか言いづらいこともあるんじゃないかという上村委員からの御指摘

でございましたけれども、正直申し上げまして、やはり民間事業者の経営に関するような状

況も含まれますので、なかなか申し上げにくいところというのは非常に多くございますの

で、状況によりましては一度休会中にざっくばらんに実情を意見交換させていただくなど

の手法を用いながら、委員の皆様と情報共有をして、よりよい方向に施策を進めてまいりた

いと考えているところでございます。 

 ただ、この点だけ申し上げておきたいんですけれども、上村委員がなかなか厳しいんじゃ

ないかということを言われておりましたが、やはり交通施策は今、どの事業者も賃上げの問

題であったり人手不足の問題等、非常に多くの課題を抱えておりますので、上村委員がおっ

しゃいますように非常に今難しい状況でございます。今はいいけど来月はどうなるか分か

らないというような状況でございますので、まさにこの委員会の場を、少し言葉は悪いかも

しれませんけれども、私ども執行部もいい機会として、必要な情報はしっかり報告をさせて

いただきながら対策を検討してまいりたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（八一男君） ありがとうございました。 

 山本委員、行きましょうかね。 

○委員（山本加奈子君） いろいろありがとうございます。少し思ったんですが、山口の方

から言われたんですけど、山家と筑紫・筑紫南のほうは定期があるじゃないですか。山口だ

けがない。定期便、定まった朝の。山口はないのは何でって言われたんですよね。最初山口

だけだったから何とも思ってなかったみたいですけど、実際ほかのところが始まったら、定

期便が朝走るとか。 

 今見ると朝一定期便、予約しなくていいのは27人ぐらい乗りますよね。例えば、さっき10

時半ぐらい、山口とかむさしヶ丘の山口方面の人たちは少し時間をずらして、その27人乗り

のバスを定期便で使うとか、そういうのができれば。病院に行く時間って大体決まっとん
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しゃるですもんね。そういうのも御検討できないのかなと思ったりしたんですが、いかがで

しょうか。 

○委員長（八一男君） 課長。 

○企画政策課長（中尾泰明君） まず、山口地域だけなぜ定期便が走っていないのかという

点でございますけれども、結論から申し上げますと、山口地域につきましては、朝と夕方の

時間帯は、通勤通学で多くの皆さんが御利用いただいている西鉄バスが運行しております

ので、定期便は不要ではないかと考えているところでございます。 

 一方で筑紫・筑紫南地域、そして山家地域につきましては、朝夕のバスも完全に西鉄が路

線を廃止しておりますので、市民の皆さんの通勤通学需要に応えるためにはやはり朝夕の

一定時間を決めて、鉄道にアクセスするための路線が必要ではないかと考えたところでご

ざいます。 

 また２点目の日中の時間帯に定時便を走らせてはどうかということですけれども、日中

の時間帯に定時便、どういう課題が出てくるかというところも含めて検討させていただき

たいと考えてはおりますが、例えば山口地域で定期便を走らせるときに、じゃあどこからど

こまで走らせるのかということなど、なかなか整理しないといけない課題が多いのかなと

いうのが正直なところでございます。例えば山口を満遍なく走るとなりますと、山神ぐらい

からずっと走って、何がしかの病院か商業施設までということになろうかと思いますけれ

ども。 

○委員長（八一男君） 山本委員。 

○委員（山本加奈子君） すいません、10時半ぐらいとかが混んで予約が取れないという人

がいるから、そういう予約してもいいと思うんですよ。だって多めの人数にすれば、例えば

予約が取れるようになるのかとか。そういう思いで言いました。 

 平等寺に住んでる高校生がいらっしゃるところはやっぱり朝も送っていってるって言っ

てましたもんね、駅まで。のるーとがないからというのはおっしゃってました。だから大多

数の人は通勤通学は要らんやろうということで、それはなくなったとは思うんですけど、そ

れやったら、違う路線で、違う感じで。必要な時間というのが重なってる人が多いのであれ

ば、そういう検討もどうかなという質問でした。すいません。 

○委員長（八一男君） 課長。 

○企画政策課長（中尾泰明君） 山本委員がおっしゃるような手法も、一つの今の朝方10時

台の混雑緩和のための方策になり得る可能性があるのかなと考えております。ただ一方で、
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新しいバスを同じ時間帯に走らせるとなりますと、どうしても運転手がもう一人必要にな

るのかなというところであったり、例えば大きなバスを使うと、デマンドは今、小型の普通

自動車を使っておりますので結構住宅のそばまで入り込んで運行しておりますが、大きな

バスになると小回りが利かなくなりますので、行けるところに少し制約が出たりなど。実現

可能性も含めて、まず御意見として承りまして検討させていただければと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（八一男君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木忠孝君） スケジュールについてお伺いしたいんですけれども、先ほどから

皆さん、こういった現状というのを言われてますね、予約が取りにくい時間帯があるとかで

すけれども、このスケジュールの中には新規のスケジュールだけであって、今の現状分析は。

山口はもう１年経過してるし、新しいコース、山家と筑紫・筑紫南ももう半年たってますの

で、ある程度の現状分析を。本当に予約が取れない時間帯に本当にそこが満車なのかとか、

そういったデータは、もう半年たってて、ある程度こなれてると思うんですよ。そういった

ところが、このスケジュールを見ると一切入ってないので、９月に予定されてますけど、そ

れまでに１回出していただいて、それから本当にここで検証して、どうあるべきかというの

をやってから、この９月の赤に書いてあるＡＩデマンド運行（山家、筑紫・筑紫南）定時運

行便予約方法の検証や、先ほど言われた山口にも定期便が要るんじゃないかというところ

もつなげていく必要があると思うんで、この今年度のスケジュールの中に現状分析という

のを入れるべきじゃないかと私は思いますけれども、どうですか。 

○委員長（八一男君） 課長。 

○企画政策課長（中尾泰明君） 現在運行しておりますデマンド交通の運行実績等につきま

しては、私ども執行部としても、特に９月議会で予定されております決算審査特別委員会等

には必ずお示しする必要があるものと考えておりますので、９月議会のタイミング等で何

がしかの実績はしっかり報告をさせていただきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（八一男君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木忠孝君） 決算だけじゃ足りないから私は言ってるわけであって、ここで

もっと細かくやらないと、来年度のこの赤のところにはつなげられないと思ってるんです

けれども。私が本当に言いたいのは、検討が足りない、分析が足りないって。今年度中にや

らないと。だって下期のスケジュールすかすかじゃないですか。 
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 以上です。 

○委員長（八一男君） 上村委員。 

○委員（上村和男君） 決算には報告しますがここには出しませんというのは、この特別委

員会は何でやっているのかというふうになってしまうので、私がむっとなった理由は分か

ると思いますが、決算委員会の中につくられた特別委員会じゃないですよ、これは。ただ、

悪いことばっかりやってるわけじゃないんですよ。いいこともしてるので一つだけ言って

おきます。 

 むさしヶ丘団地で、のるーとの乗り方の研修会がありました。老人会のときか何かそうい

うときに。そしたら、ふだん組長会議というのはみんな集まってきても50人ぐらいなんです

けど、80人ぐらい集まりました。いっぱいになっていました。どっちかが説明に来たのか、

女性の人が来たりしてました。ただ、初めて聞く人からすると、ようと分からなかったと

言ってました。どうすれば予約になるか、市役所に電話しなさいって言いました。上村さん、

どうすれば予約できるととか聞かれるんです。その説明があったんです。 

 だから、本当はそういう説明を先にやったり、どこにバス停じゃないけど何ポイント、

ミーティングポイント、そういうのができたって。ここにつくってほしいなという要望など

は事前にそういう住民の人たちを集めて説明をして聞いておくと、もっと親切かなと思っ

たんですが。それだけのゆとりがなかったのかなというふうに思ってます。 

 民生委員だとか区の役員だとかコミュニティの人たちから話聞いてるんですよ。実際に

これを利用したい病院通いの高齢者の話はあまり聞いていないですよ。そういう聞かれな

かった人たちが「来なかった」とか言って文句が来るのは市会議員のところなんです。だか

ら、むっとなっちゃうんです。それはそれで、それが役目ですから、議員のね、いいですけ

れども、やっぱりちゃんと、どこで議論をして、ちゃんとしていこうかということは、執行

部としてもやっぱり覚悟として示していただきたいと思いますね。 

 決算でやりますと言うなら、単年度の決算のあれでやるなら監査請求するばい、一議員と

して。こんなおまえ決算が許されるかって、監査請求じゃってなるばい。特別委員会だから

何でも議論して、みんなでどうやってつくっていくか議論できるのであって。そういう場所

でやっぱりもう少し丁寧にやっていただければなと思いますので、決算のときにも出るか

もしれませんが、ここでもやっぱり、特別委員会をわざわざ議会でつくりましたので。何の

ために委員会が出来上がってるのかちゅうのは、もう少し、単年度の決算を審査するのでは

なくて、これから先の公共交通の在り方を長期にわたってどうしようかと。令和10年度まで
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の計画でありますから、その見直しがきっともう来年度は始まらなきゃ間に合わないと

思ってます。そういうことに間に合うようにみんなで議論をしていこうというような私は

つもりでもおりますので、そういうつもりを持っていただかないと。ここで決算でやります

からって言われると、むっとなる理由は分かると思いますので、何か言うてください。 

○委員長（八一男君） 課長。 

○企画政策課長（中尾泰明君） 申し訳ありません、私の言葉足らずで、非常に皆様に御不

満を、感情を損ねるような形になってしまいまして申し訳ございません。 

 私が申し上げたかったのが、９月議会に向けて執行部といたしましても、令和７年度の実

績、決算等をまとめていきますので、それがまとまり次第、この特別委員会、そして金額等

については決算審査特別委員会のほうにお諮りをしてまいりたいと考えております。 

 また、この実績についてはできるだけ早い時期にまとめたいという思いは執行部として

も持っているんですけれども、先ほど佐々木委員からございました、例えば筑紫・山家につ

いては、もう運行開始から約半年が経過をしているのではないかという御意見、それはご

もっともなんですけれども、一方で３月の半ばに、筑紫地域であれば西鉄バス筑紫野線が路

線廃止になりましてそれ以降、それ前とそれ後では市民の皆さんの利用動態も非常に大き

く変わってきておりますので、もう少し路線廃止後の実績等、ある程度収集をして整理をし

てお諮りをする必要があると考えておりますので、その点は御了解いただければと考えて

いるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（八一男君） 西村委員。 

○委員（西村和子君） 今の御答弁、できれば速報という形でいただけないかなと思うんで

すね。今、バスが、１号車が山口で、２は山家っていうふうに決まってますよね。私も市役

所に来る間とか私用でとかのときに見てると、南のほうの車両に必ず会うんですよね。多い

ときは１日往復するだけで４回会ったことがあるんですよね。そしたらやっぱり人口比が

違うんだなって、これだけ違うんだなというふうに思うんですよ。それで、今おっしゃった

ように、３月までと３月以降、３月以降ももう５月終わろうとしてるから２か月近くたって

ますけど、その違いをすごく知りたい。 

 それで、三、四日前にコミュニティ運営協議会のほうで手続してたら、聞こえたんですけ

ど、女性の方がのるーとの使い方の説明を聞いてるんですよね。そしたらセンターの方がす

ごく丁寧に優しく教えてあったんですよ。まだ潜在化してる需要があるんだなというふう
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に思うんです。 

 その実情を知って、地域にもっと、今こういう状況ですから皆さん安心してくださいとか、

聞かれるときに答えたいんだけど、データがないと何も言えないんですよ。なので、速報で

いい、何か整理できたものでなくていいから、何週から何週まではこういうことで、この時

間が混んでるとかというのはいただけないかというのを改めてお願いしたい。 

 それと、先ほどから御答弁を聞いてて思ったのは、運転手の確保が難しいから時間が上げ

られないというふうにおっしゃったんですけど、山口は７時半から運行されてて、私が運行

後１か月ぐらいで試しに乗せてもらったときには、一番上まで、スタートのところ、ウエム

ラっていうんですか、カミムラっていうんですか、あそこまで行っていただいたんですね。

そしたら、ここから毎朝通勤で使ってらっしゃる７時半から乗る方がいらっしゃいますと

言うんですよ、運転手さんが。それで、その方はすごく便利になったと思いますよ、公民館

まで歩いたら二、三十分かかると思いますからって言われるんですよね。それはすごくよ

かったことだなと思ったんだけど、じゃあ私たちの地域はどうかというと、通勤の時間、７

時台に西鉄と定時のがある。それ以外は、９時に市役所に行きたいのに行けないって言われ

るんですよ。昨日、おとといもそれを聞いたんですよね。そしたら、何で山口は７時半から

乗れるのに、うちのほうは９時からしか予約ができないのって、やっぱり言われるわけです

よ。だから、それは例えば、運転手さんの確保が難しいと言われたけれど、予算を増やして

報酬を上げることができたら確保ができるんじゃないかっていうふうに思うのが１点目の

質問。 

 それから、車両が割り振られてるっていうのは聞いてるけれど、それを相互に乗り入れる

ということが不可能な規則があるのかというのが２点目ですね。 

 それと、山本委員が質問されたように、病院に行く時間に混むんだったら、申し訳ないけ

ど、もう少しあなたは早く出て、この病院に行って、この病院にっていうふうに順番に送っ

ていくような調整というのはできないのかというのが一つ疑問として湧いたんですけれど、

それはいかがでしょうかということをお尋ねいたします。 

 ４点お尋ねいたします。 

○委員長（八一男君） 課長。 

○企画政策課長（中尾泰明君） すみません、少し確認をさせていただきたいんですけれど

も、まず山口では走ってるけど筑紫・筑紫南で走ってないという点ですよね、朝のデマンド

が。 
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○委員（西村和子君） ７時半から９時までの間ですね。それと、山口は６時まででしたか

ね。 

○企画政策課長（中尾泰明君） はい。 

○委員（西村和子君） だから、１のほうは５時でしょう。５時に予約してるのに15分待っ

て来なかったから、仕方がないからタクシー呼んで帰ったというのは前に言ったと思うん

ですけど。そして、次の日に納得いかなかったから電話したら、25分に来ましたと言われた

と。逆に遅れますという連絡はできないのかということを言ったら、それは検討しますとい

うふうに言われたと思うんですけど。５時に用事が終わって帰りたいときにはもう乗れな

いというのがあるので、その時間を下ろしてもらいたいというのは一番最初の質問のとき

に言ったことです。 

○委員長（八一男君） 中尾課長。 

○企画政策課長（中尾泰明君） まず、山口地域では朝の７時台からデマンドとして運行し

てるけれども筑紫南地域は定時便があるのでデマンド運行が９時からになっているという

点でございますけれども、御指摘の内容については西村委員がおっしゃるとおりでござい

ます。一方で山口地域は朝の７時半からデマンド運行しておりますけれども、実はこの７時

半から８時過ぎぐらいまでの間は、山口地域遠距離通学の対象児童さんがいらっしゃいま

すので、この朝の早い時間帯については、この遠距離通学の児童の皆さんの通学のための運

行を優先させていただいているという状況でございます。先ほど西村委員の御意見の中に

もございました上村の方が毎朝御乗車されているというのも、時間帯がその小学生の通学

の時間帯とちょうど合ったので御乗車をいただけているという状況なのかなというところ

でございます。 

 確かにデマンドの運行時間帯が異なっておりますけれども、一方で山口地域も７時半か

ら完全にどなたでもデマンドで使えるというものではなく、朝の時間帯はやはり小中学生

の通学を優先という形で割り振らせていただいておりますので、少しその点は御理解をい

ただければなと考えているところでございます。 

 ただ一方で、筑紫南地域は車両を増やすなどして朝の時間帯にデマンド運行することが

できないかということについては、技術的には可能なのかなと考えておりますけれども、ま

ずそれを担っていただける運転手を確保できるかどうかというところ、また、運転手を確保

するために人件費を上げるということになりますと、委託料などを市がどこまで負担でき

るのかというところはしっかり検証する必要があるのではないかと考えているところでご



 -19- 

ざいます。 

 そして次に、今デマンド交通についてはある程度エリアを設定した上で、エリア内をメイ

ンにデマンドで運行しておりますが、そのエリアをまたいだ運行、エリアを取っ払って運行

したほうが効率が上がるのではないかという御意見かと思います。こちらにつきましては、

デマンド交通の今の状況を見てみますと、やはり運行距離が延びますとどうしても１日に

御乗車いただける人数が結構早いタイミングで頭打ちになるという傾向が見られておりま

すので、できるだけデマンド交通で近くの交通結節点まで御利用いただいて、そこから遠距

離の移動については乗換え等御利用いただくというのが、公共交通全体を見た場合、一番最

適化が図れるのではないかと現在考えているところでございます。 

 エリアをまたいだ移動もできなくはないんでしょうけれども、それを行うと結局１台１

台の移動に時間が非常にかかるようになりますので、１日の乗れる枠そのものがちょっと

少なくなる、見込みづらくなるという傾向が出てくるのではないかと考えているところで

ございます。 

 以上でございます。 

○委員長（八一男君） 西村委員。 

○委員（西村和子君） 質問の趣旨が伝わってなかったかなと思うんですけど、山口地域に、

仮にですよ、利用が混んでいたとしたら、山家に行くはずだった車をそこに持っていくこと

はできないのかということです。 

 それと、運転手さんを確保するためには予算が必要で、検討が必要と。もちろんそうだと

思いますけれど、それは検討の余地がないということではないというふうに受け止めてい

いんですね。要するに、予算を増額してでも運転手さんを確保すべきではないかという意見

も増えてくる可能性があるなというふうに思ったのが一つ。 

 最後に、実情を今の時点で速報でいいから教えていただきたいというふうに言ったのが

あります。 

 それともう一つ、病院に集中するっていったら、二日市エリアに行かれる方が多いのかな

と思うけれど、何ていうのかな、ルートを効率よく、病院に行く人ばかりを、何ていうのか、

順番に、あなた９時に、すいません、９時半と言われたけど９時でお願いできませんか、そ

したら乗れるんですけど、あなた９時10分でお送りできるんですけどみたいな、そういう調

整というのはできないんですかとお尋ねしたんです。 

○委員長（八一男君） 課長。 
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○企画政策課長（中尾泰明君） まず、混み合ってる時間帯に他のエリアのバスが乗り入れ

るということでございますけれども、こちらは技術的には可能かと思いますが、現状どのエ

リアも混み合う時間帯というのが大体類似しておりまして、ここだけがこの時間混んでる

というような状況ではありませんので、直ちにそのような手法を取り入れるのは少し難し

いのではないかと考えているところでございます。 

 そして２点目の財政的に、運転手の増員等については、当然乗り越えるべきハードルはご

ざいますけれども検討は可能だというふうに考えているところでございます。例えば、執行

部といたしましても、混み合っている時間帯を何らかの形でカバーできるような方策が取

れないかというところなどは今検討させていただいている状況でございます。 

 そして３点目の資料でございますけれども、資料については何がしかの形で委員の皆様

に後日整理した上でお届けさせていただきたいと考えているところでございます。 

 以上です。 

○委員長（八一男君） 西村委員。 

○委員（西村和子君） 病院に行きたい人を順番に整理して乗っていただくことはできない

のかは。 

○委員長（八一男君） 中尾課長。 

○企画政策課長（中尾泰明君） 病院に行く際の調整などをコーディネーターみたいな人が

やることができないかという御質問かと思うんですけれども、どなたがどの病院に何時に

予約をしてというところまで聞き取らないといけないようになるのかなというふうに思い

ますので、少しハードルは高いのかなと思っております。少し実現にはいろいろハードルが

あるのかなと思っておりますが、まずは御意見として賜りまして、他の先進事例等を研究さ

せていただきたいと思います。 

○委員長（八一男君） 佐々木委員。 

○委員（佐々木忠孝君） データ収集の話ですけれども、先ほど、路線が廃止になったりし

て人数が変わったとおっしゃいますが、大体データの収集というのは、日次、週次、月次で、

細かいところは半月次とかですね、そういった順ごとにずっとデータを重ねていくんです

ね。当然これも委託業務ですから、そういったデータ収集というのは十分やっておられると

思うので、私が今さら言うこともないんですけれども、そうであれば当然もう、今度９月の

会議には、半年次ですか、そのデータが全部そろうと思いますので。僕は週次だとかそうい

う細かい数字を出せと言いませんので、せめて月次で時間帯ごとのデータも出していただ
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いて、そこでまず分析をしたいと、この場でですね。そう思っておりますけれども、データ

の提示は可能でしょうか。 

○委員長（八一男君） 課長。 

○企画政策課長（中尾泰明君） データの提示を９月をめどにというような御質問でよろし

かったでしょうか。 

○委員（佐々木忠孝君） そうですね、９月の会議でまず出してもらいたいということです。 

○企画政策課長（中尾泰明君） ９月議会の際には、その時点までを集計したデータ等をお

示しさせていただきたいと考えております。 

○委員長（八一男君） それは、佐々木委員、もう少し早く出してもらったほうがいいん

じゃないですか、９月まで待つ必要なく。あなたが言うように月次月次というんだったら、

例えば８月ぐらいに出してもらって、９月の決算のときにそれをもっと生かすとかいうこ

とがあったほうがいいんじゃないかなと思いますけど。９月まで待つ必要はありますか。私

とあなたと議論するわけじゃないですけど。 

 佐々木委員。 

○委員（佐々木忠孝君） いや、本当は分析したいので、もう出せるはずだと思ってるんで

出していただきたいんですけれども、出せそうもないという先ほどの回答でしたので、僕は

遠慮して、９月の会議が入ってますので言っただけであって、それを間でもう１回この会議

を入れていただけるんであれば、別に９月の議会を待たなくても出していただいて、ここで

分析をしたいのが本音です。 

○委員長（八一男君） 課長、何かありますか。 

○企画政策課長（中尾泰明君） 当然９月議会に際しましては、この特別委員会もそうです

し、決算審査などもございますので、市として、執行部として令和７年度の実績というよう

な形でいろいろ資料等の御提示をしたいと考えております。 

 また、西村委員がおっしゃってました、直ちに手元の今分かる範囲でよいのでということ

でございましたが、現状、今まとまったものが４月の実績ということになりますので、２月、

３月、４月の利用状況等については、できるだけ早いタイミングで委員の皆様にお届けをさ

せていただきたいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（八一男君） 佐々木委員の思いもそうだろうと思いますので、７年度の決算を

待つんじゃなくて、一番最新のデータを下さいねということだろうと。西村委員もそういう
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ことだろうと思いますので、そういう形で課長は理解をいただきたいと思います。 

 山本委員が先に、すいません。 

○委員（山本加奈子君） すいません。２点あるんですけど、例えば今のるーとのバスの中

に乗った人の声を聞けるようなものって置いてあるんですかねというのが１点。 

 もう一つ、こないだ協議会のときに言ったんですけど、今、二日市地域から二日市地域が

山口のやつ乗れないじゃないですか。やはり端っこのほう、山口に近い端っこの二日市地域

の人は、西鉄バスが昼間ないんですよね、ほぼ。だから乗りたいけど、結局、西鉄が走って

るからっていうところで乗れないんでしょうが、そういう検討とかも今後できたりしてほ

しいなというお声があるんです。 

 ２点、お尋ねします。 

○委員長（八一男君） 課長。 

○企画政策課長（中尾泰明君） まず、市民の皆様の御意見を伺う方法ですけれども、今、

車内にアンケート用紙を置く等は行っておりませんが、のるーとのアプリ上、ＬＩＮＥ上で、

利用された皆さんからの御意見を募る機能を設けている状況でございます。 

 そして２点目の、二日市地域でも幹線上から少し外れた地域にお住まいの皆さんへの対

策はというところでございますけれども、今回二日市地域、デマンド交通の充実、デマンド

交通のエリアの拡充等を検討させていただきますが、当然南ヶ丘線沿線地域を中心としな

がら、その他、交通不便地域の状況などをピックアップをして、できるだけカバーできるよ

うな形で検討を進めてまいりたいと考えておりますので、今、山本委員からいただいたよう

な御意見なども踏まえながら、今年度検討を進めてまいりたいと考えております。 

○委員長（八一男君） 山本委員。 

○委員（山本加奈子君） 今、ＬＩＮＥでは声が聞ける仕組みをつくってるということだっ

たんですけど、やっぱり年配者の方で電話で予約する人とかは、そのＬＩＮＥがほぼ使えな

い人もいるから電話で予約されてる人も多いと思うので、バスの中にも入れて、例えば何日

前に予約したしましたかとかいう実際の声が分かるようなもの、あと書いたら入れられる

ような箱をもし何か設置できるのであれば、今後、そういう現実困ってる声を、もちろん私

たち、上村委員も言われてたけど、議員が聞いていくのも大事ですけど、そういう検討もし

てみていただければと思います。 

○委員長（八一男君） 課長。 

○企画政策課長（中尾泰明君） はい、検討させていただきます。 
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○委員長（八一男君） 上村委員。 

○委員（上村和男君） 山口でのるーとをやるのは実証実験ですよ、１年間。これは大体ま

とまってるんですよね。１回何か報告を受けたような、受けてないような気もしないでもな

いんですが。それはもう一度、経過の中で、次にここでやるときにこの結果をこういうふう

に生かしていきましたというようなつもりで報告はありますかね。実証実験やって、やっぱ

りやめたほうがいいというふうにならなかったので、何かきっとせざるを得ないような結

論なんでしょうけど、そのときにどういうことが大事だなとか、何か１年間を通じて。１日

15人平均というのは覚えてるんですよ、運行があったときね。だからそういう中でやっぱり

横展開していくというか、それからまた今度は南ヶ丘のほうになってるわけだから。その都

度どういうことを大事だなというふうに思って運行してるというような、これがずっとい

くような意味で、少し最初の実証実験のところのやつは、もう一度土台として報告してもら

えればいいなと思ってるんですけど。なければ、こっちで資料を探して、一度土台にします

ので構いませんが。 

 今の運行にそのことが生かされてるか、実証実験がね、どういうふうに生かされてるか

ちゅう話を聞かせていただくとありがたいなと思ってます。何一つ生かされていないとす

れば、何のために実証実験やったのって言われるので。お願いします。 

○委員長（八一男君） 課長、分かりますか。課長。 

○企画政策課長（中尾泰明君） まず、山口地域におけるデマンド交通の実証、デマンド交

通の取組をその後の地域にどのように生かしていくのかという点でございますけれども、

細かな点につきましてはまた、令和８年度の具体的な取組などを提案する際に、その中に盛

り込みながら、交えながら説明をさせていただきたいと考えておりますが、山口地域におけ

るデマンド交通は本市として運行する初めてのデマンド交通で、特にバス以外の車両を用

いた運行モードという状況でございました。山口地域で運行する際には、そもそも市内で初

めてのデマンドでございますので、デマンドとは何ぞやという御意見などを地域の皆さん

から非常に多くいただいたことを記憶しているところでございます。 

 ただ一方で、デマンド交通、やはりバス車両ではなく普通自動車を用いた運行ということ

でございますので、制約はございますけれども、これまではなかなか向かうことができな

かった住宅地の中であったり、道路幅員が狭いエリア内にも運行することができるという

ことで、運行エリアについては従来のバスよりも非常に柔軟に検討をすることができると

いうところを知見として得られたという点は、山口地域の非常に大きな成果ではないかと
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考えたところでございます。 

 山口地域で住宅地に隣接する地域まできめ細かにデマンド運行させていただいたんです

けれども、やはりそのときのノウハウが筑紫・筑紫南地域、山家地域等でミーティングポイ

ントを設定する際のノウハウに直結をしておりますし、今回、令和８年度の公共交通施策の

検討スケジュール、資料３枚目でお示しをしておりますけれども、最低限どういうステップ

を踏んでいかなければならないのかというところも、この山口地域の実証で得られた知見

から導いてきたものでございますので、山口地域での経験であったり運行実績、こういった

ものが他の地域に展開をする際の大きな材料になっているというところは執行部として非

常に重要な取組であったと考えております。 

 また詳細については、今年度の具体的な計画等をお示しする際に、こういう課題を踏まえ

てこういうふうにしているというような形でお示しができればと考えています。 

 以上でございます。 

○委員長（八一男君） 楢木委員。 

○委員（楢木孝一君） 質問でございます。最初のほうに立ち返ります。令和８年度の計画

として、二日市、二日市東地区に入っていかれるということでございますけども、以前から

ここの地域はバスも走っておるし、タクシーも一定程度おるといった状況でございまして、

そういった既存の交通事業者からの、何ていいますかね、ネガティブな反応といいますかね、

仕事を奪われるというような声があったのではないかと思いますけども、令和８年度はそ

ういったものを乗り越えた上で、あえて入っていくといいますかね、乗り越えていくんだと

いうふうな理解でよろしいのか。それが１点でございます。 

 もう一つ、たくさん御質疑応答の中で出されておりますけども、今、山口地区とかほかの

地区でお客さんを乗せて走ってあって、それが実績として上がってきておりますけども、い

わゆるマッチングできなかった、要望をしたけれどもそのとおりの時間ではなかったから

最終的にもう諦めて没になったと、そういった声、件数を何らか拾い上げるすべというのは

ないのでしょうかね。むしろ私はそっちのほうが大事なんじゃないかなというふうに考え

ておるところでございます。 

 以上２点です。 

○委員長（八一男君） 課長。 

○企画政策課長（中尾泰明君） まず、二日市地域などにつきましては西鉄バスも多く路線

を運行されておりますので、そういう競合関係は大丈夫なのかという御意見、御質問かと思
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います。 

 当然西鉄を中心とした民間事業者との競合関係というものを今年度はしっかり整理をし

ていかなければならないと考えておりますが、一方で、冒頭御説明申し上げましたとおり

南ヶ丘線が走ってはおりますけれども、日中６時間、バスが運行しない時間帯などがあるな

ど、やはり市民の皆さんの移動を支える交通手段としては十分とは言えないのではないか

と執行部として考えておりますので、そういう市民の皆さんの移動手段を確保するという

観点から、令和８年度、二日市地域でデマンド交通の運行を検討すべきと判断したものでご

ざいます。 

 ただ楢木委員がおっしゃいますとおり、民間事業者、バス・タクシー事業者等々の協議・

調整というものは当然必要になってまいりますので、その点はスケジュールの中にも位置

づけておりますが、しっかりと競合関係の整理をしてまいりたいと考えているところです。 

 また、マッチングが十分にできなかった方の集計方法でございますけれども、こちらにつ

きましても楢木委員のおっしゃるとおりかなと思いますので、技術的に実現可能かどうか

も含めて調査研究させていただきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○委員長（八一男君） 赤司委員。 

○委員（赤司泰一君） 御苦労さまでございます。非常にこのスケジュールを見る中でも、

やっぱりタイトだと思うんですね。先ほども議論の中に出ましたけど、やっぱり検討課題と

いうのはもう早く抽出するということで、９月あるいは８月ぐらいには提出するというこ

とで。 

 やっぱり今、筑紫も、地元なんですけど非常に関心が高くて、やっぱりのるーとに対して

のアップデートというか改善をすごい期待しているところもあります。ただそれはある一

部だけであって、もっとその利用者というものをやっぱり確保していかなくちゃいけない

と思うんです。特にこの事業というものは、ほかの事業と違ってプロフィットを生み出す事

業でもありますので、何かもう少しのるーとに対してのＰＲ的なものが何かもっと展開で

きないかなと思ってます。言い方は悪いですけど、利用者に乗ってもらわんとこの事業は成

り立たないと思いますので、やっぱり住民の方々にも何か協力じゃないですけど、理解して

もらわないかん部分というのは多いと思うので、何かいろんな施策にまだ何か関連づけて

もできると思うんです、何かのるーとを利用できるような。何かそういうのも少し、欲を言

いましたけど、もっと発信をしていただけたらなというふうに思っておりますが、何か御見
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解みたいなのがあればと思います。 

○委員長（八一男君） 課長。 

○企画政策課長（中尾泰明君） ただいま赤司委員から、やっぱり交通施策は乗ってもらっ

て何ぼだろうという御意見かと思いますけれども、委員の御指摘のとおりだと重々承知を

しているところでございます。私どもといたしましても、デマンド交通の説明会などで各地

域を回らせていただく機会がございますけれども、やはり予約の方法など具体的な手続の

説明は当然させていただきますが、何よりも乗っていただかないことには、こういう予約型

の運行すらもできなくなるんだよということも併せて御説明させていただくなど、できる

だけ市民の皆さんに乗って支えていただく、そういったところをしっかりと伝えてまいり

たいと考えております。 

 一方で、やはり説明会だけではなく、ホームページであったり広報紙であったり、市には

様々な媒体がございますので、今、委員から御指摘いただきましたように、より多くの皆さ

んに公共交通に関心を持っていただけるような広報手段、こういったものを引き続き検討

したいと考えているところでございます。 

 以上でございます。 

○委員長（八一男君） ありがとうございました。 

 ほかにございませんね。 

 西村委員。 

○委員（西村和子君） 戻って申し訳ないんですけど、ミーティングポイントの件です。南

のほうからは、生涯学習センター、図書館に行けないんですよ。それってやっぱり乗る機会

を失っている方がすごく多いと思うんですね。最初、市役所と福大病院でいいかと思ってた

けど、ああ違ったなとやっぱり最近すごく思うので、その辺りのニーズ調査みたいなのをし

ていただきたいなと思うんですけど、いかがでしょうか。 

○委員長（八一男君） 課長。 

○企画政策課長（中尾泰明君） 当然、市民の皆さんのそういうニーズの調査等については

機会を捉えてさせていただきたいと考えております。ただ一方で、やはりどうしてもデマン

ド交通は、乗車する時間といいますか、運行する距離が長くなると運行効率が低下するとい

う課題もございますので、そういう市民の皆さんのニーズと運行形態の最適化という両面

から研究をさせていただきたいと考えております。 

 以上でございます。 
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○委員長（八一男君） ありがとうございました。 

 これで質疑は打ち切りたいと思います。ありがとうございました。 

 10分ほど休んで、協議会を少ししたいと思いますのでよろしくお願いいたします。10時半

から協議会を行います。 

 以上をもちまして委員会を閉会いたします。 

──────・──────・────── 

閉会 午前11時19分 


